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　授業のはじまりとともに、子どもが能動的に学ぶ姿、これからの45分がワクワクしてきます。 この
時間に学ぶべき学習問題が子どもにしっかりと位置づいている様子がうかがえます。 また、学び方
を積み重ねてきた子どもたちが、安心して思いを表現できる「学び合う集団」になっていることが伝
わってきます。 どうすれば、このような子どもの「学び合いたい」姿が現れるのでしょうか。 
　Vol.07では、こんな子どもの姿が現れる学びに迫っていきます。 学習問題の成立について考える
だけではなく、学習問題に子どもが本気で向き合う姿をはぐくむために、私たち教師ができる手立て
について考えていきましょう。
　恒例!? の４コマ漫画の１コマ目では、教師が教材研究に熱心に取り組みながら授業に臨んでいる
ようです。 さて、結末は？ 
　まずは、次のページへ！ マンガの   コマ目から、学習問題について考えるぞ！GO！❷

学習問題に向けた！エッセンスがいっぱい学習問題に向けた！エッセンスがいっぱい
「学びたい！」姿があふれる「学びたい！」姿があふれる

vol .07 は！
子どもが「学びたい」

学習問題に向けたエッセンスが

いっぱい！

授業の開始から！授業の開始から！
①日直 「〇時間目の社会の学習をはじめます」
　挨拶が終わったらすぐに、
　「ハイ！（挙手がたくさん♪）」
②「〇さんの野菜づくりについて調べたことを

発表するぞ！」
③「自由民権運動の板垣退助さんの取り組みに

ついて、みんなに伝えたいことがあります！」
④「今日は〇さんの発言からだったよね」 
⑤「〇さん、どうして前の時間から考えが変

わったの？」❶
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子どもの思いから学
習問題を!
作・絵／大滝文平

「楽しい学び de クラスをつくる」では、
みなさんからの質問をお待ちしています！
〈連絡先：北学場〉 　kitamanaba@gmail.com

YUKIKOの部屋YUKIKOの部屋

（横浜市立本牧小学校　武藤 由希子）

※本冊子に掲載しているイラストはすべてイメージです。

　学習問題は、これで完璧！ というものがないような気がします。 世の中の状況も変わ
り、子どもたちによっても変わり……となると、前にやってみた学習問題とはズレが生じて
しまうからです。 過去に実践したものも参考にしつつ、その時 に々教材研究や子どもの実

態を見取り、よりよいものを考えていきたいですね。
　学習問題には、単元全体での大きな学習問題もあれば、具体的な事例を取り上げた学習問題
もあります。 例えば、５年生では、具体的な事例についての学習問題もありますが、日本の国土や
産業など、大きな捉えとしての学習問題も出てくるかと思います。 そのような学習問題を単元のどこ
でどのように追究していくかによって、子どもたちの意欲や思考の深まりが変わってきます。
　また、できる限り単元の中で具体的な人物を取り上げることによって、子どもたちにとって材が身
近になり学習も深まります。 人の思いや考え方に触れる学習問題を追究することによって、より自分
ごとになり、その人や物事の素晴らしさに気づき、社会的事象の意味等に迫っていくことができると
思います。 「どうしてそこまでしているの！」 「今まで当たり前に思っていたけれど、そこにはたくさんの
人の思いや工夫があったんだ！」と、子どもたちが学習
問題を追究する中で、新しい発見があったり、感動した
りできるようなものを目指していきたいです。

��
学習問題にはどのようなものがあるの？��

次号は特別号です！お楽しみに！
次号Vol.08は特別企画！ 「教えて学年・学級開き」です。 どのような準備をして、何を心
がけて、どのように初日を迎えるかを、５人の先生方が執筆します。 春に向けて、ぜひ楽
しみながらお読みください！

※本冊子掲載二次元コードのリンク先コンテンツは予告なく
　変更または削除する場合があります。
本資料は、一般社団法人教科書協会 「教科書発行者行動規範」に
則り、 配布を許可されているものです。
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　研究授業の協議会では、どのようなことが話
題の中心になっているでしょうか。

「子どもにとって魅力的な材だった」
「ICT機器の使い方が効果的」
「社会科として本時は……」 、このような声が聞

　自動車の両輪で表すと、「子どもの見取り」と
「教材研究」は、相互に行き来します。 両方に視
点をあてることで、エンジンが作動するのです。 
片方にだけ（特に教材研究）になってしまうと力
強く進むことができません。 自動車が力強く進
むことで、次第に学習問題が成立して、目標（単
元のゴールや目指す子どもの姿）へよりよく到
着することでしょう。

　ほかにもまだありますが、私が設定する「この
子」は、どちらかというと、最初から学習に意欲
的な子というよりは、次第に意欲が高まってく
る子が多い傾向があります。
　これらの点は、それぞれの「教師観」によって
個性が出るところでしょう。 単元の中で、「この
子」を中心として見取ることで、周囲の子とのつ
ながりも見えてきます。

　「この子」がこの単元を通してどんな姿になっ
てほしいかをイメージします（❶）。 イメージす
るためには、その姿に迫るための「手立て」を講
じることが私たちの役割ですね（❷）。 また、「こ
の子」の学びの履歴もしっかりと見取るように
します（❸）。 
　この❶～❸を視点にすることが「学習問題と
学び合いが成立する」重要な要素だと思います。 （横浜市立箕輪小学校　大滝 文平）

どれも、「子どもの学び合いたい」
姿を意識した手立てです。大切なの
はそれを「継続すること」ですね。

どれも、「子どもの学び合いたい」
姿を意識した手立てです。大切なの
はそれを「継続すること」ですね。

　私は勝負単元（勝手な定義でいうと「この単元
を通して、着目している子に輝いてほしい、そし
て、周囲に認められて学校生活がさらに安心で
きる子をはぐくむための単元」）で、「この子」を
設定します。 一人の時もあれば、複数名の時も
あります。 「この子」を設定する際の私なりの視
点を紹介します。

こえてくる協議会を目にすることがあります。
授業づくりをする教師にとっては、気になる話
題です。 しかし、これらの主語は「子ども」では
ありません。 「〇さんの発言が全体に影響を与
えていた」 「〇さんのつぶやきから本時目標に
つながっていた」 、このような声が聞こえてく
る協議会になって
いると、その授業
は子どもの主体性
が表出していると
思われます。 
　漫画の１コマ目では、子どもの姿が見えてき
ません。 教師が一方的に課題を提示していま
す。 「この事象を目にした時、あの子はどんな反
応をするかな？」 「あの子が興味を示すために
どんな導入がいいかな？」 こんな視点を持てず
にいた私でした。 教材だけを通して学びの構想
を描いてしまったことで、学びの主役である子
どもが授業で登場することはありません。 大切
なのは、

「教材の研究」と「子どもの見取り」を両輪にし
た授業準備です。 図に表すとこのようになり
ます。

STEP ２「子どもの見取り」の視点

① 「この子」を設定する

STEP ３
「学習集団」と
学習問題のイメージ

STEP １
「子どもの見取り」と「教材研究」
両輪に視点をあてる！
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「学び合いたい」姿が現れる
学習問題に迫る！

子どもの
「学び合いたい」姿が現れる
学習問題に迫る！
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▲「学習問題」成立のモデル図

② 「この子」を見る視点 ３点

　最後に学習問題の例を紹介します。どれも学
習場面から、子どもとともに見出したものです。
3年：「どうして〇〇スーパーでは、肉売り場が

店の奥にあるのかな」
4年：「N浄水場では、どのようにして水質を守っ

ているのだろう」
5年：「漁師のＫさんは今、Ｓ漁港で何ができるのだ

ろうか」
6年：「聖武天皇はどのような思いから大仏をつくった

のか、庶民は協力できてうれしかったのか」
　大切なのは、
１．子どもが考えたい！ になっているか
２．子どもの言葉が入っているか
３．主語が共有できているか
です。 指導案や構想にしばられると、この３点が
抜けてしまうことがあります。 子どもの声を聞い
て、丁寧に学習問題をつくり上げてください。

　冒頭に示した子どもの姿。安心した「学びの集
団」だからこそ現れる姿で、これは学級が開いて
からの蓄積があってからこそです。 例えば、

などが考えられます。

① 目指す「学びの集団」に向けて

② 「学習問題」いろいろ

・ 学校生活の様子で気になる子
・ 学びを通してかかわりが増えてほしい子
・ 最近学びへの意欲が高まってきた子
　（弱まっている子）
・ ノート記述量が増えてほしい子
・ 事象と出合った時の予想される反応がイ

メージできる子（できない子）
・ 単元を通して変容することで、周囲に認

められるチャンスな子

・ あらゆる場面で「知的好奇心」を高めるこ
とを意識した問いかけをしている。

・ 子どもが自由に発露することを保障している。
・ 教師も一緒になって考えることを大事に

している。
・ 学習場面で協働的な学びの姿を具体的に

称賛している。
・ １時間の学習の出口が次の時間の入り口に

つながっている（単元の導入や終末以外で）。

そんな実践が次のページからです。武藤先生が、子
どもと事実を丁寧に見て、学習問題を深めています。
そんな実践が次のページからです。武藤先生が、子
どもと事実を丁寧に見て、学習問題を深めています。

子どもが「学び合いたい」
学習問題の成立

子どもの見取り 教材研究
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　第一単元のまちの学習を通して消防
署があることは知っている子どもたち。 
火災が起きたら消防車が駆けつけてく
れることも知っているだろう。でも、ど
のくらいでどうやって来るのか、どう
やって消火するのかなど具体的には知
らない。

　学習問題をつくるのも、追究していくのも難
しいですよね。 でも、学習問題が子どもの切実
な問題になっていれば、子どもの意欲も学びの
深まりも変わります。 子どもが、どんな学習を
するのか、何を目指していくのか、が位置づいて
いないと、学習内容がぼんやりしてしまうことが
あります。
　学年によって、単元によって、そして、子ども
の実態（いちばん大事！）によって学習問題は変
わります。 一例として、

実践をもとに考えていきましょう。

　単元に入る前に、子どもたちの実態と学習指
導要領の内容から、単元の大まかな流れを考え

ます。 特に大切なのは、単元の最後に子どもた
ちにどのような力をつけてほしいか、どのよ
うな考えをもってほしいかをイメージしてお

きます。 イメージがあると、どのような学習問
題で追究していくとよいか、単元の途中で子ど
もたちの思いと学習問題にズレがある時にどの
ように修正していったらよいかが見やすくなり
ます。
　例えば、消防署へ見学に行く場合、下見や打ち
合わせをしておき、子どもがどのようなことに
疑問を持ちそうか、どのよ
うな学習問題だと学習が深
まりそうかなど、ある程度
想定しておきます。

子どもの思いと教師の願いを大切にした
学習問題で学びを深める！

Scene １ 単元のゴールの
子どもをイメージ！

Prologue 学習問題って難しい！

Scene 2 導入で学習問題をつくる！
　導入でいかに子どもたちが疑問や関心を持て
るかによって、単元の学習の深まりが変わると
思います。 そのくらい、単元の導入が大切です。
　この単元の導入
では、地図や写真
をもとに、次のよ
うな疑問が出てき
ました。

単元終わりの目指す子どもの姿に迫るた
めに、単元の大まかなイメージを持つ！

学びを深める学習問題のポイント①

単元の学習問題が子どもの「学びたい！」
問題になっているかを見取る。

学びを深める学習問題のポイント②

単元計画を立てる時に、個の疑問をもとに
クラスみんなの学習問題に！

学びを深める学習問題のポイント③

　「いつ」 「どこで」 「だれが」 「どのように」 
「どのくらい」などについて、子どもたちが疑問
に思ったことが出てきました。

　全員の疑問を調べていくと、限られた時数の
中では調べきれません。 また、調べるだけでな
くじっくり考える時間も大切にしたいです。 そ
のために、学習計画を立てる時に、クラスの学習
問題として追究していきたいことを教師がコー
ディネートしながら整理していきます。 話し合
いながら、単元の大まかな流れを子どもととも
に設定しました。

次に、調べる方法を考えます。

　子どもたちが調べたいことと、単元前に教師
がイメージしたゴールの子ども
の姿に近づける単元になるよ
う、子どもたちの思いを聞きな
がら単元前に考えていた単元の
流れを修正していきました。
　はじめはまだわからないことが多いので、「ど
のように」 という学習問題が多いです。 この段
階では出てこなかったけれど考えてほしいこと
もあります。 それは、単元を進めていく中で、事
実をもとに子どもたちと一緒に新たに考えてい
こうと思います。

　この時点で、子どもが「学びたい！」 「考えた
い！」 になっているか、子どもの表情やふり返
りノートなど、確認しましょう。 導入の大切さ
はここにあります！

「火災から本牧のまちを守る」単元名

( 全９時間 )

３年生　9月実施

〈実践者〉横浜市立本牧小学校　武藤  由希子

・ 自分たちで調査して解決できそうなこと
・ 消防署見学を通して解決できそうなこと
・ 聞き取り調査をして解決できそうなこと
・ インターネットや本で調べて解決できそ

うなこと

・どうやって学習問題をつくっていくの？
・子どもが追究できる学習問題とは？

・ どうやって火を消すの？
・ 何分くらいで消防車が来るの？
・ どのくらいの時間で消すの？
・ 何台の消防車が来るの？
・ 高い建物で火事が起きたら、どうやって

火を消すの？
・ 火事はどの季節、どの時間帯が多いの？

〈子どもからの疑問〉

[火災・消火について]

・ 地域の消防署はどの範囲まで行くの？
・ 本牧のまちにも他の消防署から消防車が

来ることもあるの？
・ 消防士さんは、何人くらいいるの？
・ 何時から何時まで仕事をしているの？
・ 火事がない時は何をしているの？

[消防署・消防士さんについて]

・ 火事が起きないようにするには？
・ 学校やまちにはどんなものがあるの？

[火事の予防について]

・ 火事が起きたらどうしたら
いいの？

[火事が起きた時の行動]

〈子どもの実態〉

「消防署は地域の安全を守るために、相
互に連携して緊急時に対処する体制を
とっていること」

「関係機関が地域の人々と協力し
て火災の防止に努めていること」

〈学習指導要領の内容〉

「火災が起きた時に消防士さんがどう
やって駆けつけて火を消してくれるの
かがわかった。命を守るために1秒でも
早く火を消すことができるように連携
していてすごいな」

「消防士さんが中心になって、警察や
様々な機関、消防団やまちの人と協力し
て本牧のまちを火災から守ってくれて
いるんだね」

「火災が起きた時だけでなく、火災が起
きないように、予防もしているんだね。」

「わたしたちにも何かできることはない
かな」

〈目指す姿〉

単元終わりの目指す姿に迫るイメージ

〈子どもの実態〉 ＋ 〈指導要領の内容〉
→ 子どもの目指す姿！

〈単元全体を通して考えていきたいこと〉

?

?

「だれがどのように本牧のまちを火災から
守ってくれているのだろう」

[単元の学習問題]

① 「本牧のまちや学校に消防に関するもの
は何があって、数はどのくらいあるの？」

② 「火事が起きたら誰がどのように来て、ど
のように火を消すの？」

③ 「消防士さんは火事がない時はどんなお
仕事をしているの？」

④ 「火事が起きたらどうしたらいいの？」

[大まかな流れ]
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　さらに学習は進み、
最後にまちの一員とし
て自分たちにできるこ
とを考えました。
　次の単元で、「事故や
事件から本牧のまちを
守る」を学んだ時にも、「電話が司令センターに
つながってそこからあちこちに連絡がいくよう
になっていたから、事故や事件の時も同じなん
じゃないかな」 「消防士さんと同じようにまち
のみんなのことを考えてくれているんじゃない

かな」 など、消防の単元で学
んだことが生かされていきま
した。

　子どもの学びは、その単元で終わりではあり
ません。次の単元、次の学年、ほかの教科や領域、
日常の生活に生かすことができるようにしたい
です。
　そのためにも、学習問題を大切にした学びを
積み重ねて、子どもたちの 「学びたい！」 がい
つでも見られる……。 教師として、いつまでも
追い求めていきたいことです。

「どのように」 を深めることが、「どうし
て」 「何のために」 につながっていく！

学びを深める学習問題のポイント④
事実の奥にあることをみんなで考えてい
こう！それが深まった学習問題となる！

学びを深める学習問題のポイント⑤

調べて情報を整理した後に、追究すること
でさらに学習が深まりそうな学習問題を！

学びを深める学習問題のポイント⑥

Scene 3 調べて生まれる新たな学習問題！
　自分たちで見て調べたり、消防署に見学に
行ったりしていく中で学習問題を解決するため
の情報が集まってきました。 その情報を整理し
ながら、新たな学習問題をつ
くっていきました。 子どもた
ちの思考は続いていきます。 
子どもたちの声に耳を傾け、
単元の流れを見直していくよ
うにしています。

Scene 4 追究することで学習が深まる
学習問題を！

　単元の中に、「何のために」 「どうして」 と、そ
の物事の本質に迫ることができそうな学習問題
を追究する時間を設定するようにしています。 
単元によって変わりますが、その事実の奥にあ
る人の思いや物事の奥深さを考えられるように
したいです。
　今回の単元では、「どういう訓練をしている
の？」 という学習問題を子どもたちが自分で調
べ、考えていきました。 消防士さんから聞いた
こと、本やインターネットを使って調べたこと
をもとに訓練の種類や大変さをまとめることが
できました。

　また、実際の訓練の映像を見ることで、

　ふり返りを伝え合
う中で、新たに追究し
たい問題が見えてき
ました。

 ① 「どういう訓練をしているのかな？」
 ② 「昔はどうやって火を消していたの？」
 ③ 「消防団はどんなことをしているの？」

　「どのように」 を考えていくことで、 「どうし
て」 「何のために」 につながっていきそうな学
習問題が出てきました。

　みんなでこれまで調べてきたことや、消防士
さんの、

「訓練は本当の災害のように、本当の災害は訓練
のように行います。」
という言葉をもとに、考えていきました。

　子どもたちが、
消防士さんへの思
いに寄り添って考
えていることが伝
わってくる発言が
続きます。

　「どうしてこんなに大変な訓練
をするの？」という思いを持って
いきました。 

　そこで、「どうして消防士さんは、こんなに大
変な訓練をするの？」という学習問題を子ども
とつくり上げました。

「命にかかわる仕事。 雨でも夜で
も暑くても、いつでも出動できる
ようにしているんだと思う」

「いろいろなたくさんの訓練をし
て、何が起こっても対応できるよ
うにしているんだと思う」

「一歩間違うと自分の命にもかかわる。人の
命を守るために、日頃の訓練が大切なんだ
と思う」

・ 訓練を真剣に全力でやることで、実際の
火事や救助の時にもあせらず落ち着いて

行動することができるん
だと思う。

・ わたしたちやみんなを守
るために、きっと今も訓
練や出動してくれてい
る。感謝したいな。

　        の「単元のゴールの子どもをイメー
ジ」するで描いたような、消防士へのすごさ、ま
ちを守ってくれていることの感謝、などの姿が
現れています。
　改めて、学ぶ姿をイメージすることの大切さ
を感じます。 その姿に迫るためには、子どもの
声に耳を傾けて、事実を丁寧に見て考えること
で、学習問題が成立するのです。

次に単元最後のふり返りのノートです。

子どもの思いを大切にして、

学習が深まる

学習問題をつくる！

・ 防火服を素早く着て出動していた。 ボン
ベやホースなども重たくて驚いた。

・ 24時間で交代している。 夜中でもすぐに
駆けつけられるようにしている。 いつ何
が起きても大丈夫だ。 すごいと思った。

・ たくさんの消防車があった。 火事だけで
なく救助するための装置がついている消
防車もあって、かっこいいと思った。

・ 消防団員さんの話も聞けた。 みんなで火
事から守ってくれているんだね。

・ 火事が起きた時だけでなく、起きないよ
うに予防もしていた。

・ 訓練をする場所
で毎日訓練をし
ている。

〈消防署見学後［振り返りの一部］〉

［体力をつける訓練］ ［救助訓練］

Epilogue 学びを次の単元へ
～さらに広がる主体性の輪～

119

［チームワーク訓練］

［消火訓練］

Scene １
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僕も、
僕以外も。

Masaya

Masaya

　社会科の学習をより良くしたいと思っているのは、僕も僕以外の
みなさんもきっと持っている気持ちだと思います。
　今回は、学習問題について、一緒に考えていきましょう。

今回のテーマ 学習問題について

どんな学習問題を
つくればいいの？

横浜市立港南台第三小学校　山本 雅也

MASAYA presents

　学習問題は、社会的事象に対する子どもたち一人ひとりの問い（問題意識）をもとに、
クラスのみんなで追究していく問いとして設定したものです。
　子どもと一緒に学習問題を設定することで、追究意欲を高め、主体的に学習に取り組
むことができます。そのため、社会科の学習において、学習問題はとても重要なものと
なっています。

　学習問題を学習過程に合わせて、タイブ ① ～ ④ に分類したので、
4年生の 「ごみ」 の単元をもとに、どんな学習問題ができるか考えて
みましょう。

どのように
学習問題を
つくればいいの？

　一人ひとりの問いや問題意識を大切にして、子どもたちと一緒に学習問題をつくって
みましょう。
　一方で、 「いつ」 や 「どこで」 などの一人ひとりの個別な問いを追究できる時間も確
保するようにしています。 「○○について調べてきたよ」 や 「○○について聞いてきた
よ」 と一人ひとりの問いを追究する中で、新たな問いが見つかることもあります。

どうして社会科の
学習では、学習問題
が大切なの？

学習問題タイプ ① 学習問題タイプ ② 学習問題タイプ ③ 学習問題タイプ ④

・ まちをきれいにするた
めに、だれがどのよう
にごみを処理してい
るのだろう。

・ ごみはだれがどのように
集めているのだろう。

・ 集められたごみはどの
ように処理されてい
るのだろう。

・ 分別して集めたごみは
どのように再利用し
ているのだろう。

方法や仕組み、
工夫や努力などを
追究する
「どのように」 学習問題

・ 集積場所にごみが残っ
てしまうのに、どうし
て分別シールを貼っ
ていくのだろう。

社会的事象の意味や
意義などにつながる
「なぜ」 「どうして」
学習問題

・ ごみの量を減らすため
に、わたしたちはどう
したらいいのだろう。

これからの
社会のあり方を考えたり、
選択・判断したりする
「どうしたら」 学習問題

単元の見通しを持ち
学習計画を
立てるための学習問題

★ 「いつ」 や 「どこで」 のような問いは、答えが一つに決まってしまうことがあり、 「社会的な見方・
考え方」 を働かせることが難しい学習問題になってしまいます。

★ 今号の武藤先生の実践のように、「どのように」 の学習問題を追究していく中で、 「どうして」 の
疑問が出てきたり、新たに 「どのように」 の問いが設定されたりすることがあります。 子どもたち
との追究過程や思考の流れを大切にして授業を進めていきましょう。

　中学年の中でも特に３年生では、初めての社会科ということもあるので、子どもたち
だけで単元の見通しを持って学習問題をつくるのは難しいかと思います。 まずは、子
どもたちの思いを聞きながら教師が学習計画を立てていくことで、3年生の途中から子
どもたちも見通しを持って計画できるようになっていくと思います。 その積み重ねがあると、高
学年になってから流れがわかって、自分たちでどんどん計画を立てられるようになっていきます。 
そして、教師主導ではなく、子どもが主体的に学習問題をつくっていけるようになっていくのでは
ないかと思います。

●中学年からの積み上げが大切！

　この学習問題を追究しても、事実が出てこないので予想で終わってしまうな、深まり
がないなと思うことがありました。 学習指導要領と子どもの思いのバランスが難し
かったです。

　また、子どもたち一人ひとりが興味を持つこと、調べたいことが異なるため、クラスみんなの共
通の学習問題にしていく難しさがありました。

「愛のチョークで引田が斬る！」「愛のチョークで引田が斬る！」

　やはり、武藤氏でもうまくいかない時があったのじゃな！ 安心したぞい！ クラス共通の学習問
題にするのが難しい！ これは、皆の衆がとても悩まれている問題じゃ！わしも、学習問題で何度も
失敗したのを思い出すのぉ～。
　わしが想定した次時の学習問題があった。  学習を進める中で、子どもがわしの考えた学習

問題に近い言葉を発言した時に、 「よしきた！もらった！」 と思い、その子どもの発言を取り上げてしまったの
じゃ！ わしは満足して、子どもと吟味することもなく、次時の学習問題を立てたのじゃ！ しかし、子どもに次時の
考えを書かせた時に子どものノートを見たら、自分の考えをまったく書けていなかった……。 子どもにとって切
実な学習問題になっていなかったのじゃ！ もっと、じっくりと子どもと学習問題と向き合っておけば……。
　昔を思い出すと山ほど失敗が出てくるのぉ～。なつかしいのぉ～。
　あともう一つ……。 ３年生からいきなり子どもと一緒に学習問題などつくれるわけがない！ そこは、武藤氏ど
うなんじゃ！！

　今回は、学習問題を子どもと一緒に考えてつくり上げていくことについて、武藤氏か
ら実践を通して伝えていただいた！ これから学習問題を子どもと一緒に考える場面でど
んどん生かせそうじゃ！ しか～し、皆の衆がこんなに悩んでいる学習問題をそんなにうま
く子どもとつくれるわけがなかろう……。 武藤氏も山ほど失敗したに違いない！！ そこを
どんどん斬っていくぞい！ 「愛のチョーク、見参！」

　そうかそうか、３年生からいきなり子どもと一緒につくるのではなく、思いを聞きながら教師がつ
くっていくのじゃな。 そして、中学年で積み上げたものが高学年につながっていくことが大切とい
うことが伝わってくるぞい！ 高学年になると、難しい言葉や内容の学習問題があるな！ わしもそん
な学習問題を多く考えたなぁ～。 そんな問題の時には、一部の子どもしか発言できないことが多

かったのぉ～。 できるだけわかりやすい言葉を子どもと一緒に考えることが大切じゃ！ 今回も斬ることができな
かった！ （わしがたくさん斬られた……）  無念！ それでは御免！

シャキー
ン！ 

愛のチョ
ーク！

シャキー
ン！ 

愛のチョ
ーク！

シャキー
ン！ 

愛のチョ
ーク！

シャキー
ン！ 

愛のチョ
ーク！

社会科が始まる3年生から子どもと一緒に学習問題をつくれるのか？社会科が始まる3年生から子どもと一緒に学習問題をつくれるのか？

●クラスの共通の問題にするのが難しい……。

学習問題を子どもと一緒につくった時にうまくいかなかったことはなんじゃ？学習問題を子どもと一緒につくった時にうまくいかなかったことはなんじゃ？

（横浜市立中山小学校　引田 雄士）（横浜市立中山小学校　引田 雄士）
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北学場　〈連絡先〉 大滝 文平
　　　　kitamanaba@gmail.com

　横浜市北部（青葉区、都筑区、緑区、港北区）の
社会科有志が中心となって発足した、緩やかな
お勉強の場です。
　発足して８年目になりますが、今では横浜市
内・市外の初任者をはじめ、経験の浅い先生、中

堅・ベテランの先生、管理職やOBの先生などな
ど、あらゆる立場の先生方がフラットな関係で、
ざっくばらんに語り合っています。ご興味がご
ざいましたら、連絡（メール）をいただけると案
内チラシを送らせていただきます。

みんなで楽しく学ぼう！ 先生たちの勉強の場（今年で8年目）紹介！
社会科を中心とした、子どもが主役の学びを創造し合う場。それが「北学場（きたまなば）」

遅刻・早退
OK！事前
申し込みも
 不要！

参加費
 無料！

社会科社会科
がが

好き好き
だーだー！！  社

会の
中心で

石川が大きく叫ぶ！

横浜市立日枝小学校　石川 和之

シャ
カチ
ュー

シャ
カチ
ュー

　この写真は、６年生の政治学習にて介護保険制度
について学ぶ中で、 授業が終わった後も黒板に貼ら
れたグラフの前に自分から集まり、 「あーじゃない、 
こーじゃない……」 と議論を続けている子どもの様
子です。 何を話しているのか詳しく聞いてみると、 
「やっぱりこのグラフのここからの下がり具合、 変
じゃない? 本当にこれが理由なのかなぁ」 そんなこ
とを熱く話していました。
　私たちの仕事は、子ども自身のハテナ（問い） をさ
らに 「本気のハテナ（問い）」 にすること、 これに尽
きると思います。 45分の授業が終わっても片づけ
るどころか考え続けようとする子どもの姿や、 学校
から帰ってもつい授業での学びを思い出して夕食の
話題にする子どもの姿。 そんな子どもの様子が垣間
見えた時の感動といったら言葉にしようがありませ
ん。 「ブラックどころか、 カラフルだしゴールド過ぎ
る仕事を私たちはさせてもらっている」、 そんな感
激に包まれるはずです。

　「本気のハテナ（問い）」 を自分の手でつかんだ子
どもは、 教師の見取りの範疇を超えていきます。 直
前の授業の後半でその子が書いたふり返りに目を通
し、 「なるほど、この子はこんなことを書いているん
だな。 おそらく次の授業ではこんなことを言いそう
だ」 と見取っていたとしても、 その日の夕食での話
題や土日での考え事などを通して考えを深めてきた
子どもは、 その通りのことを言うとは限りません。 
しかし、そこが楽しいんです。 ワクワクします。 ぜひ
多くの先生方と、そんなゆとりを持ちながら授業に
臨める感動を分かち合いたいと思います。

　私もまだその余裕がなかった12年目の社会科授
業での話です。 同じく６年生、 待機児童について考
えを深め合う授業でのことです。 当時、横浜市で待
機児童をゼロにできたというニュースが全国紙で取
り上げられていました。 そこで、 横浜市会の議事録
を調べて、 「横浜市の政治は市民の声をどのように
実現していったのか」 という学習問題について、 そ
の是非を話し合っていました。 元気いっぱいで少し
やんちゃなところもあるＡさんは、 その単元での学
びに入ると驚くほど本気で学んでいました。 直前の
授業のふり返りでも、 「本当にここまでして待機児
童をゼロにする必要はあったのか疑問です」 と根拠
とともに書いてありました。 私は 「おそらく次の授
業でもこの発言をし、 友だちの考えを深めるきっか
けをつくってくれるだろう」 と期待していました。
　そして次の授業中。 前半からＡさんは、 友だちの
発言を聞きつつも、 腕組みをしながら考え込んでい
ます。 いつもはすぐに挙手をするＡさんですが、 な
かなかその日は手を挙げません。 私が指名すると、 
「まだいいです」 と言って、 肝心なことは何も話しま
せん。 そのやりとりを３回は続けたで
しょうか……。 そしてついに発言した次
の言葉を、 私は今でも忘れられません。
「みんな、先生、そもそも『待機児童』って
言葉、どうしてあるんですか？」
　その後の沈黙の５分間。 その発言を聞いた友だち
も私も、 頭の中が一度真っ白になり、 ぐるぐる、 ぐ

るぐる、 思考せざるを得ませんでした。 彼なりの 
「本気のハテナ（問い）」 にクラス全体が引き込まれ
た瞬間でした。

　子どもってスゴイんです。 本当にスゴイ。 まさか
「『待機児童』 という言葉こそ、 なぜ生まれたのか」、 
そんな視点で物事を考えているなんて思いもよりま
せんでした。 Ａさんのご両親は共働きで、 Ａさん自
身、 小さい頃から保育園に通って
いて、 「できたら可愛い子どもの時
くらいもっと親と一緒にいたかっ
たのに……」 という思いがあった
ようでした。
　「その子の生活経験に裏づけられたその子自身の
考え」 を表出できる場の大切さ。 普段はやんちゃな
子でも、 真剣に発言し、 さらにそれを真剣に聞いて
くれる友だちの存在。 つまり、 心理的安全性が担保
された空間。 安定した学級経営が基本にあり、 その
うえでこそ可能になる 「考え続けたくなる授業」 で
あることに、 間違いはありません。
　子どものすごさに感動する私たち教師の姿勢と、 
真剣に友だちの話に耳を傾ける教室の雰囲気。 社会

　単元の導入で示す資料の提示以降は、 できる限り
子どもに学びをゆだねます。 子どもが見出す学習問
題やその予想、 計画、 新たな問いなど、 その決定や
選択は子ども自身が行います。 この 「トライ&エ
ラー」 の繰り返しの中で、 私たち教師による 「子ども
の見取り」 の精度が上がっていくのだと思います。
　しかし、どれだけその精度が上がっても、 いわゆ
る 「教師の見取りが裏切られる瞬間をどれだけ楽し
めるか」 こそが重要で、それはやはり 「子どもに学び
をゆだねる」 という視点が
ないと不可能です。 さぁ、 
とことん 「子どもの思考」 
に寄り添って、 学びを楽し
んでいきましょう。

「 『この子はこんなことを言いそうだ』 と見取っていた
けど、こうきたか! 」 を楽しもう!!

（改めて） 子どもってスゴイ！
叫び叫び2

やっぱり 「子どもに学びをゆだねちゃえ」 
のスタンスって大事！

叫び叫び3

叫び叫び
今回今回のの 考え続けたくなる学びを創る！

45分の授業が終わっても黒板の前に自主的に集まる
子ども、夕食を食べながら今日の授業のことを話した
くなる子ども、これから目指す学びの姿はコレだ！

叫び叫び１

？

科の授業に限りませんが、それでも生活経験に裏づ
けられた考えを表出しやすい社会科だからこそ、 大
事になってくる視点のように感じます。

Let's enj
oy

Let's enj
oy
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楽しい学び楽しい学び

クラスをつくるクラスをつくる
deで

vol.07vol.07

大滝 文平大滝 文平

◆

　授業のはじまりとともに、子どもが能動的に学ぶ姿、これからの45分がワクワクしてきます。 この
時間に学ぶべき学習問題が子どもにしっかりと位置づいている様子がうかがえます。 また、学び方
を積み重ねてきた子どもたちが、安心して思いを表現できる「学び合う集団」になっていることが伝
わってきます。 どうすれば、このような子どもの「学び合いたい」姿が現れるのでしょうか。 
　Vol.07では、こんな子どもの姿が現れる学びに迫っていきます。 学習問題の成立について考える
だけではなく、学習問題に子どもが本気で向き合う姿をはぐくむために、私たち教師ができる手立て
について考えていきましょう。
　恒例!? の４コマ漫画の１コマ目では、教師が教材研究に熱心に取り組みながら授業に臨んでいる
ようです。 さて、結末は？ 
　まずは、次のページへ！ マンガの   コマ目から、学習問題について考えるぞ！GO！❷

学習問題に向けた！エッセンスがいっぱい学習問題に向けた！エッセンスがいっぱい
「学びたい！」姿があふれる「学びたい！」姿があふれる

vol .07 は！
子どもが「学びたい」

学習問題に向けたエッセンスが

いっぱい！

授業の開始から！授業の開始から！
①日直 「〇時間目の社会の学習をはじめます」
　挨拶が終わったらすぐに、
　「ハイ！（挙手がたくさん♪）」
②「〇さんの野菜づくりについて調べたことを

発表するぞ！」
③「自由民権運動の板垣退助さんの取り組みに

ついて、みんなに伝えたいことがあります！」
④「今日は〇さんの発言からだったよね」 
⑤「〇さん、どうして前の時間から考えが変

わったの？」❶

マンガコマ４deで

さ
あ
！
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回
の
社
会
は
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年
目
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任
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夫
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子どもの思いから学
習問題を!
作・絵／大滝文平

「楽しい学び de クラスをつくる」では、
みなさんからの質問をお待ちしています！
〈連絡先：北学場〉 　kitamanaba@gmail.com

YUKIKOの部屋YUKIKOの部屋

（横浜市立本牧小学校　武藤 由希子）

※本冊子に掲載しているイラストはすべてイメージです。

　学習問題は、これで完璧！ というものがないような気がします。 世の中の状況も変わ
り、子どもたちによっても変わり……となると、前にやってみた学習問題とはズレが生じて
しまうからです。 過去に実践したものも参考にしつつ、その時 に々教材研究や子どもの実

態を見取り、よりよいものを考えていきたいですね。
　学習問題には、単元全体での大きな学習問題もあれば、具体的な事例を取り上げた学習問題
もあります。 例えば、５年生では、具体的な事例についての学習問題もありますが、日本の国土や
産業など、大きな捉えとしての学習問題も出てくるかと思います。 そのような学習問題を単元のどこ
でどのように追究していくかによって、子どもたちの意欲や思考の深まりが変わってきます。
　また、できる限り単元の中で具体的な人物を取り上げることによって、子どもたちにとって材が身
近になり学習も深まります。 人の思いや考え方に触れる学習問題を追究することによって、より自分
ごとになり、その人や物事の素晴らしさに気づき、社会的事象の意味等に迫っていくことができると
思います。 「どうしてそこまでしているの！」 「今まで当たり前に思っていたけれど、そこにはたくさんの
人の思いや工夫があったんだ！」と、子どもたちが学習
問題を追究する中で、新しい発見があったり、感動した
りできるようなものを目指していきたいです。

��
学習問題にはどのようなものがあるの？��

次号は特別号です！お楽しみに！
次号Vol.08は特別企画！ 「教えて学年・学級開き」です。 どのような準備をして、何を心
がけて、どのように初日を迎えるかを、５人の先生方が執筆します。 春に向けて、ぜひ楽
しみながらお読みください！

※本冊子掲載二次元コードのリンク先コンテンツは予告なく
　変更または削除する場合があります。
本資料は、一般社団法人教科書協会 「教科書発行者行動規範」に
則り、 配布を許可されているものです。
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